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ハウスの作物を高品質に仕上げる

炭
酸
ガ
ス
局
所
施
用

秋
作
ミ
ニ
ト
マ
ト
で
増
収
増
益

テヌート

�ＣＯ２局所施用コントローラー「ブレス」

島根県農業技術センターの試験ハウス

　

テ
ヌ
ー
ト
（
藤
原
慶
太
社

長
）
が
普
及
し
て
い
る
Ｃ
Ｏ

２

局
所
施
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー「
ブ
レ
ス
」は
、
島
根
県
美

郷
町
が
実
施
す
る
ハ
ウ
ス
に

お
け
る
秋
採
り
ミ
ニ
ト
マ
ト

栽
培
の
実
証
実
験
に
採
用
さ

れ
、
そ
の
増
収
効
果
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
島
根
県
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ら

に
経
済
性
評
価
を
行
い
10
ａ

当
た
り
25
万
円
の
増
益
効
果

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
31

年
４
月
か
ら
令
和
４
年
３
月

ま
で
の
計
画
で
「
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
炭
酸
ガ
ス
局
所
施
用
と

環
境
複
合
制
御
技
術
の
確

立
」
を
課
題
と
し
た
ス
マ
ー

ト
農
業
の
実
証
・
普
及
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
美
郷
町
を

含
む
県
内
の
中
山
間
地
域

は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
生
産
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
平

均
反
収
が
３
ｔ
前
後
と
他
県

平
均
よ
り
低
い
状
況
に
あ

る
。
こ
の
た
め
計
画
で
は
、

ブ
レ
ス
で
炭
酸
ガ
ス
の
局
所

施
用
と
圧
縮
空
気（
Ａ
ｉ
ｒ
）

の
株
元
施
用
を
行
い
、
平
均

反
収
を
２
倍
の
７
ｔ
に
増
や

し
、
美
郷
町
認
定
農
業
者
の

所
得
目
標
４
０
０
万
円
を
超

え
る
経
営
を
達
成
す
る
と
い

う
も
の
。

　

美
郷
町
で
は
、
平
成
30
年

度
に
1.4‌

ha
の
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス

が
建
築
さ
れ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

等
の
生
産
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
実
証
ほ
場
で
あ
る
農

事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
む
ら

じ

の

経

営

面

積

は

水

稲‌

10‌

ha
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
10
ａ
、

ナ
ス
５
ａ
。
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス

を
使
用
し
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽

培
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
夏
秋

栽
培（
５
月
定
植
、６
～
10
月

収
穫
）か
ら
年
２
期
作（
春
作

と
秋
作
）
が
推
奨
さ
れ
、
フ

ァ
ー
ム
む
ら
じ
で
も
２
期
作

を
導
入
。
秋
作
に
つ
い
て
は

無
処
理
区
と
の
比
較
で
26
％

の
増
収
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。

　

秋
作
で
の
炭
酸
ガ
ス
局
所

施
用
の
導
入
に
よ
り
、
10
ａ

当
た
り
約
83
万
円
の
収
入
の

増
加
が
あ
り
、
経
費
と
し
て

は
、
シ
ス
テ
ム
の
減
価
償
却

費
、
施
用
す
る
液
化
炭
酸
ガ

ス
に
よ
る
燃
料
費
の
増
加
、

そ
の
他
、
大
幅
な
収
量
増
に

伴
う
人
件
費
（
主
に
収
穫
作

業
）
で
約
58
万
円
。
差
し
引

き
純
利
益
は
25
万
円
の
増
益

効
果
が
見
ら
れ
た
。

　

経
費
に
占
め
る
割
合
が
高

い
炭
酸
ガ
ス
代
は
、
次
年
度

は
安
く
な
る
見
込
み
で
あ

り
、
炭
酸
ガ
ス
に
圧
縮
空
気

（
Ａ
ｉ
ｒ
）
を
混
用
す
る
技

術
も
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
「
さ
ら
に
純
利
益
は
大

幅
に
増
え
る
」と
し
て
い
る
。

コ
ン
セ
プ
ト
商
品
を
強
化

害
虫
対
策
に〝
防
蛾
灯
〟な
ど

セイコーステラ

スマートキャッチャー使用例

モスバリアジュニアⅡ使用例

の
コ
ン
セ
プ
ト
商
品
と
し
て

販
売
し
、
各
ブ
ラ
ン
ド
の
育

成
を
図
っ
て
い
る
。

　

害
虫
対
策
で
は
、
吸
引
式

Ｌ
Ｅ
Ｄ
捕
虫
器
「
ス
マ
ー
ト

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
や
防
蛾
灯

「
モ
ス
バ
リ
ア
」
は
い
ず
れ

も
岡
山
の
み
の
る
産
業
と
ユ

ニ
コ
の
メ
ー
カ
ー
製
品
だ

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

販
売
は
行
っ
て
い
な
い
た

め
、
最
近
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
購
入
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
る
。

　

ス
マ
ー
ト
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
で
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
類
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、

キ
ノ
コ
バ
エ
類
、
ハ
モ
グ
リ

ハ
エ
類
、
ヤ
ガ
類
な
ど
の
飛

翔
害
虫
を
誘
引
し
、
強
力
吸

引
フ
ァ
ン
で
専
用
捕
虫
袋
に

捕
獲
す
る
。
１
機
２
万
５
０

０
０
円
（
税
別
・
送
料
別
）。

専
用
捕
虫
袋
（
10
枚
）
３
１

０
円
。

　

モ
ス
バ
リ
ア
は
、
ア
ザ
ミ

ウ
マ
類
や
ヨ
ト
ウ
・
夜
蛾
類

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
で
行
動
を
抑

制
し
拡
散
を
防
止
す
る
。
害

虫
の
生
息
密
度
を
低
下
さ

せ
、
繁
殖
を
一
世
代
で
止
め

る
こ
と
で
果
実
・
野
菜
・
花

卉
の
被
害
が
減
少
す
る
。
ま

た
、
薬
剤
散
布
の
コ
ス
ト
や

労
力
削
減
、
天
敵
昆
虫
の
コ

ス
ト
削
減
に
貢
献
す
る
。
Ｌ

Ｅ
Ｄ
光
の
色
に
よ
っ
て
効
果

が
異
な
り
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
用

の
レ
ッ
ド
は
８
万
円
、
ヨ
ト

ウ
・
夜
蛾
用
の
グ
リ
ー
ン
は

７
万
円
、
カ
メ
ム
シ
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
は
３
万
５
０
０
０

円
。
い
ず
れ
も
税
別
・
送
料

別
。

　

誘
引
剤
と
粘
着
シ
ー
ト
の

ダ
ブ
ル
効
果
で
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

と
ア
ザ
ミ
ウ
マ
を
捕
虫
す
る

「
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
キ
ャ
ッ
チ
ャ

ー
＆
ア
ザ
ミ
ウ
マ
キ
ャ
ッ
チ

ャ
ー
」
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
向
け
の
予
察
捕
虫
器
。
付

着
し
た
害
虫
の
種
類
や
数
を

農
薬
散
布
の
目
安
と
す
る
こ

と
で
、
害
虫
被
害
の
早
期
発

見
と
早
期
防
除
に
役
立
つ
。

各
２
万
４
０
０
０
円
、
２
万

２
０
０
０
円（
10
台
／
箱
）。

誘
引
剤
の
コ
ナ
ジ
ー
、
ア
ザ

ミ
ン
は
各
10
本
入
り
で
７
５

０
０
円
、
５
５
０
０
円
。

　

同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
使

用
し
た
イ
メ
ー
ジ
や
導
入
事

例
な
ど
を
詳
し
く
紹
介
し
て

い
る
。

　

セ
イ
コ
ー
ス
テ
ラ
・
エ
コ

ロ
ジ
ア
事
業
部
＝
東
京
都
府

中
市
西
原
町
１
―
15
―
２
＝

は
、害
虫
対
策
、環
境
改
善
、

生
育
促
進
と
い
う
３
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
、
き
ら

り
と
光
る
メ
ー
カ
ー
商
品
群

を「
セ
イ
コ
ー
エ
コ
ロ
ジ
ア
」

静電の力で葉裏まで
有光
工業無人防除機オートランナー

レール走行式オートランナー

い
場
所
で
も
楽
に
移
動

で
き
る
。

　

機
能
は
、
20
頭
口
の

静
電
ノ
ズ
ル
付
き
で
、

往
復
切
替
・
復
路
時
散

布
開
始
・
作
業
停
止
は

磁
気
セ
ン
サ
ー
に
よ
る

　

有
光
工
業
＝
有
光
幸
紀
社

長
、
大
阪
市
東
成
区
深
江
北

１
―
３
―
７
＝
は
、
省
力
化

や
作
業
者
に
か
か
る
農
薬
量

の
削
減
を
実
現
し
た
、
走
行

式
ロ
ボ
ッ
ト
防
除
機
「
オ
ー

ト
ラ
ン
ナ
ー
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
―
４

Ｗ
Ａ
Ｅ
Ｓ
（
同
―
Ｓ
）」
と
、

ハ
イ
ワ
イ
ヤ
ー
誘
引
式
ト
マ

ト
栽
培
の
省
力
防
除
対
応
タ

イ
プ
の
「
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
―
Ａ
Ｅ

Ｓ
Ｒ
Ｈ
」
の
２
型
を
発
売
し

た
。
Ｒ
Ｈ
タ
イ
プ
は
既
存
の

レ
ー
ル
を
活
用
し
て
走
行
で

き
、
ま
た
農
薬
散
布
ム
ラ
を

解
消
す
る
、
新
型
静
電
ノ
ズ

ル
を
標
準
装
備
し
て
い
る
。

　

Ｒ
Ｈ
タ
イ
プ
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
水
耕
栽
培
な
ど
で
引
か

れ
て
い
る
レ
ー
ル
を
利
用
し

て
、安
定
し
た
走
行
が
可
能
。

　

ま
た
、
走
行
式
防
除
機
の

課
題
で
あ
っ
た
、
農
薬
の
散

布
ム
ラ
を
解
消
す
る
た
め
、

葉
裏
ま
で
散
布
が
可
能
で
農

薬
付
着
率
を
向
上
さ
せ
る
新

型
静
電
ノ
ズ
ル
を
採
用
。
無

人
防
除
機
農
薬
散
布
の
省
力

化
と
、
作
業
者
に
か
か
る
農

薬
量
の
大
幅
削
減
を
実
現
し

た
。
さ
ら
に
、
作
物
へ
の
農

薬
付
着
率
が
ア
ッ
プ
。
投
下

量
が
削
減
で
き
る
た
め
、
コ

ス
ト
低
減
に
も
貢
献
で
き
る
。

　

ハ
イ
ワ
イ
ヤ
ー
誘
引
式
ト

マ
ト
栽
培
農
家
か
ら
高
評
価

を
得
て
い
る
の
が
「
Ａ
Ｕ
Ｔ

Ｏ
―
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｈ
」。
背
の

高
い
作
物
に
ス
ム
ー
ズ
に
省

力
防
除
が
行
え
、
ノ
ズ
ル
ラ

ン
ス
の
折
り
た
た
み
が
で
き

ハ
ウ
ス
の
出
入
り
口
な
ど
低

感
知
シ
ス
テ
ム
で
自
動
に
行

う
。
こ
の
ほ
か
、
巻
き
取
り

ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
い
ホ
ー
ス

牽
引
タ
イ
プ
で
、
ボ
デ
ィ
は

コ
ン
パ
ク
ト
、
レ
ー
ル
以
外

で
の
移
動
は
自
由
車
輪
で
走

行
で
き
る
た
め
、
作
業
効
率

が
向
上
し
た
。

　

ど
の
機
種
と
も
電
圧
変
更

を
可
能
に
し
た
新
型
静
電
ノ

ズ
ル「
フ
ロ
リ
ア
」を
搭
載
。

従
来
よ
り
付
着
力
が
強
い

〝
タ
ー
ボ
モ
ー
ド
〟
と
、
密

集
作
物
に
効
果
的
な
〝
エ
コ

モ
ー
ド
〟
の
２
パ
タ
ー
ン
を

選
択
可
能
で
、
安
定
し
た
静

電
付
加
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

操
作
は
、
わ
か
り
や
す
い

ス
イ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
で
、
速

度
を
設
定
後
ス
タ
ー
ト
ボ
タ

ン
の
簡
単
操
作
、
転
倒
を
防

止
す
る
ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
、

移
動
時
収
納
で
き
る
折
り
た

た
み
ノ
ズ
ル
ラ
ン
ス
、
ホ
ー

ス
の
張
力
で
機
体
が
引
き
戻

さ
れ
な
い
ブ
レ
ー
キ
機
能
な

ど
全
機
種
に
採
用
。

作
物
高
さ
に
合
わ
せ
て
、
10

頭
口
、
12
頭
口
、
14
頭
口
、

16
頭
口
、18
頭
口
、20
頭
口
、

22
頭
口
の
７
型
式
の
中
か
ら

選
択
で
き
る
。

【
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
―
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｈ

２
型
の
主
仕
様
】
機
体
寸
法

＝
長
さ
８
４
９
×
幅
６
４
０

～
８
０
０
×
高
さ
３
２
８
０

～
３
６
８
０(

20
頭
口)

各

㎜
▽
質
量
＝
67
㎏
▽
散
布
圧

力
＝
1.5‌

MPa
▽
散
布
量
＝
毎
分

14
ℓ
／
min
（
オ
プ
シ
ョ
ン
で

20
ℓ
も
可
能
）
。

濡
れ
な
い
霧
ひ
ん
や
り

１
台
で
冷
房
・
加
湿
・
防
除

いけうち

ハウス内の温湿度を管理

　

ス
プ
レ
ー
ノ
ズ
ル
メ
ー
カ

ー
の
い
け
う
ち
＝
中
井
志
郎

社
長
、
大
阪
市
西
区
阿
波
座

１
―
15
―
15
＝
が
開
発
し
た

「
ク
ー
ル
ぺ
ス
コ
ン
」
は
、

微
細
な
霧
で
冷
房
・
加
湿
・

薬
液
散
布
の
３
役
を
担
う
栽

培
ハ
ウ
ス
用
シ
ス
テ
ム
。
夏

は
ハ
ウ
ス
内
の
暑
さ
対
策
と

し
て
、
冬
は
湿
度
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
収
量
増
が
期
待

で
き
る
。
水
と
薬
液
を
切
り

替
え
る
こ
と
で
防
除
作
業
も

行
え
る
た
め
、
年
間
を
通
し

て
施
設
栽
培

の
現
場
で
活

用
す
る
こ
と

が
可
能
。

　

ク
ー
ル
ぺ

ス
コ
ン
は
、

平
均
粒
子
径

10
～
30
㎛
の

微
細
か
つ
均

等
な
霧
「
セ

ミ
ド
ラ
イ
フ

ォ
グ
」
を
噴

霧
す
る
。
霧

の
粒
が
細
か
い
ほ
ど
速
や
か

に
気
化
し
て
熱
を
奪
い
、
湿

度
に
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
の

た
め
、
冷
房
時
に
は
ハ
ウ
ス

内
の
天
窓
や
側
窓
を
開
け
自

然
換
気
を
行
い
（
加
え
て
妻

面
な
ど
か
ら
強
制
換
気
を
行

う
現
場
も
あ
る
）、
ハ
ウ
ス

内
の
温
度
を
低
下
さ
せ
つ
つ

湿
度
は
一
定
以
下
に
な
る
よ

う
に
運
転
し
、
ま
た
加
湿
時

に
は
換
気
量
を
調
整
す
る
こ

と
で
湿
度
が
留
ま
る
状
態
に

す
る
。

　

一
方
、
薬
液
散
布
時
に
は

ハ
ウ
ス
の
窓
を
閉
め
無
人
状

態
に
し
て
霧
を
充
満
さ
せ

る
。
そ
し
て
設
定
し
た
時
間

自
動
で
薬
液
や
養
液
を
散
布

し
、
防
除
ま
た
は
葉
面
散
布

が
行
わ
れ
る
。
同
社
の
実
証

で
は
、
防
除
に
か
か
る
時
間

は
一
般
的
な
作
業
時
間
の
４

分
の
１
以
下
と
な
り
、
重
労

働
の
作
業
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ

て
大
幅
な
省
力
化
が
実
現
で

き
て
い
る
。

　

ま
た
、
薬
液
散
布
後
に
配

管
内
が
自
動
洗
浄
さ
れ
る
た

め
ノ
ズ
ル
や
配
管
に
薬
液
が

残
ら
ず
、
安
全
な
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
社
（
電

話
０
１
２
０
―
９
９
７
―
０

８
４
）
へ
。

ハ
ウ
ス
用
蓄
熱
カ
プ
セ
ル

自
然
熱
活
用
で
燃
料
費
減

ヤノ技研

　

ヤ
ノ
技
研
＝
神
戸
市
和
田

山
通
１
―
２
―
25
＝
は
、
自

然
熱
を
用
い
て
ハ
ウ
ス
内
の

過
度
な
温
度
変
化
を
一
定
温

度
で
緩
和
す
る
蓄
熱
カ
プ
セ

ル
「
エ
ネ
バ
ン
ク
」
の
拡
販

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
夏
は

ハ
ウ
ス
内
の
気
温
上
昇
を
抑

え
、
過
昇
温
を
抑
制
。
冬
は

太
陽
熱
を
蓄
熱
し
放
出
す
る

こ
と
で
燃
料
費
を
削
減
す

る
。
ハ
ウ
ス
内
に
吊
り
下
げ

て
お
く
だ
け
で
、
省
エ
ネ
効

果
や
作
物
の
生
育
促
進
な
ど

花
き
流
通
で
Ｍ
＆
Ａ
オ
ー
ク

ネ
ッ
ト

蓄熱カプセル「エネバンク」
　

同
社
は
、

高
性
能
の
蓄

熱
シ
ス
テ
ム

を
住
宅
や
ビ

ル
、
工
場
な

ど
で
の
事
業

用
途
に
も
展

開
。
「
地
球

に
優
し
い
」

資
材
と
し
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
。

が
期
待
で
き
る
。

　

施
設
園
芸
に
欠
か
せ
な
い

冷
暖
房
だ
が
、
原
油
価
格
は

不
安
定
な
上
、
高
騰
時
に
お

け
る
暖
房
コ
ス
ト
の
増
加
が

農
業
経
営
に
お
い
て
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

エ
ネ
バ
ン
ク
は
、
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
製
の
容
器
の
中
に
潜

熱
蓄
熱
材
（
Ｐ
Ｃ
Ｍ
）
を
充

填
し
た
も
の
。
昼
間
は
太
陽

熱
を
吸
収
し
蓄
え
る
。
外
気

温
が
下
が
る
夜
間
は
、
昼
間

蓄
積
し
た
熱
を
放
出
す
る
。

耐
用
年
数
は
15
年
以
上
で
、

カ
プ
セ
ル
内
の
素
材
の
配
合

を
変
え
る
こ
と
で
、
マ
イ
ナ

ス
20
度
か
ら
80
度
ま
で
温
度

調
節
が
行
え
る
。

　

国
内
各
地
の
農
業
試
験
場

な
ど
で
行
っ
た
実
証
試
験
で

は
、イ
チ
ゴ
栽
培
で
33
％（
長

野
）
、
ト
マ
ト
栽
培
で
43
％

（
熊
本
）
な
ど
、
冬
場
に
平

均
30
％
の
暖
房
費
削
減
に
成

功
。
高
い
吸
熱
効
果
で
、
夏

場
は
ハ
ウ
ス
内
温
度
を
最
大

８
℃
低
減
す
る
結
果
も
出

た
。
ま
た
、
イ
チ
ゴ
栽
培
で

果
実
収
量
が
10
～
30
％
増
収

と
な
っ
た
り
苗
床
の
下
に
敷

く
こ
と
で
発
芽
率
が
２
倍
に

な
っ
た
り
す
る
波
及
効
果
も

認
め
ら
れ
た
。

全自動野菜移植機 PVZ1-130WDR

い
、
各
地
で
高
能
率
で
あ
る

全
自
動
野
菜
移
植
機
へ
の
適

応
性
拡
大
の
要
望
が
あ
が
っ

て
い
た
た
め
、
今
回
、
高
能

率
で
使
い
や
す
い
「
Ｐ
Ｖ
Ｚ

１
シ
リ
ー
ズ
」
に
、
耐
久
性

の
高
い
ア
ル
ミ
製
鎮
圧
輪
や

予
備
苗
搭
載
数
を
増
加
し
た

仕
様
を
追
加
投
入
し
た
。

《
主
な
特
長
》
①
耐
久
性
の

高
い
ア
ル
ミ
製
鎮
圧
輪
を
採

用
し
て
い
る
。
回
転
部
に
ベ

半自動野菜移植機たまねぎ PVHR400-145T2D

半自動野菜移植機らっきょ PVHR400-100R

半自動野菜移植機レタス PVHR400-170LWD

冨安社長

　

井
関
農
機
（
冨
安
司
朗
社
長
）
は
本
年
下
期
新
商
品
と
し
て
19
品
目
38
型
式
を
発
表

し
た
。
本
紙
で
は
回
を
分
け
こ
れ
を
紹
介
し
て
い
る
。
今
回
は
、
急
成
長
す
る
野
菜
市

場
の
作
業
能
率
を
大
幅
に
ア
ッ
プ
す
る
全
自
動
野
菜
移
植
『
ナ
ウ
エ
ル
エ
ー
ス
』
と
、

水
田
転
作
で
増
加
傾
向
に
あ
る
野
菜
市
場
を
支
え
る
４
条
植
え
半
自
動
野
菜
移
植
機
を

『
ナ
ウ
エ
ル
ナ
ナ
』
作
物
別
仕
様
。
価
格
は
全
て
税
込
み
表
示
。

【
ヰ
セ
キ
全
自
動
野
菜
移
植

機　

Ｐ
Ｖ
Ｚ
１
―
１
３
０
Ｗ

Ｄ
Ｒ
】「
ナ
ウ
エ
ル
エ
ー
ス
」

Ｐ
Ｖ
Ｚ
１
―
１
３
０
Ｗ
Ｄ
Ｒ

（
ア
ル
ミ
鎮
圧
輪
、
予
備
苗

12
枚
搭
載
）。

　

近
年
、
１
戸
あ
た
り
の
野

菜
栽
培
面
積
の
増
加
に
伴

野
菜
移
植
機
を
充
実

作
物
毎
の
最
適
仕
様
も
用
意

ア
リ
ン
グ
を
使
用
し
て
お

り
、
鎮
圧
輪
の
回
転
が
よ
り

ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
②
連
続

作
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
に

予
備
苗
搭
載
数
を
12
枚
に
増

加
（
現
行
機
は
５
枚
）
③
前

輪
角
度
の
調
整
機
能
を
追

加
。
う
ね
の
追
従
性
を
向
上

さ
せ
た
④
従
来
か
ら
の
性

能
、
機
能
＝
▽
作
業
速
０
・

タ
ン
ド
を
出
し
入
れ
で
き
、

作
業
の
一
時
停
車
時
や
保
管

時
に
楽
に
素
早
く
作
業
が
で

き
る
▽
「
Ｐ
Ｖ
Ｈ
Ｒ
４
０
０

―
１
４
５
Ｔ
Ｄ
、
１
７
０
Ｌ

Ｗ
Ｄ
」は
、植
付
け
作
業
時
、

苗
供
給
が
追
い
つ
か
な
く
な

っ
た
と
き
な
ど
に
、
足
で
ペ

ダ
ル
を
踏
む
だ
け
で
一
時
停

止
で
き
る
機
能
を
標
準
装

備
。
主
ク
ラ
ッ
チ
レ
バ
ー
を

手
で
操
作
す
る
こ
と
な
く
、

作
業
中
に
足
で
一
時
停
止
で

き
る
の
で
、
作
業
効
率
が
上

が
る
▽
機
体
の
下
降
を
防
止

す
る
機
体
下
降
ス
ト
ッ
パ
を

標
準
装
備
。
作
業
の
休
憩
時

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
に
安
心

▽
「
Ｐ
Ｖ
Ｈ
Ｒ
４
０
０
―
１

０
０
Ｒ
」
は
、
ハ
ン
ド
ル
側

か
ら
も
車
体
水
平
の
調
節
が

可
能
な
レ
バ
ー
を
追
加
。
補

助
者
が
植
付
け
状
況
を
見
な

が
ら
４
条
の
植
付
け
深
さ
に

影
響
す
る
車
体
水
平
を
最
適

54
㍍
／
秒
で
の
高
速
植
付
け

作
業
を
実
現
し
、
作
付
面
積

の
拡
大
に
貢
献
で
き
る
▽
横

開
き
ホ
ッ
パ
を
採
用
し
て
い

る
た
め
、苗
適
応
性
が
向
上
。

植
付
け
ホ
ッ
パ
に
よ
っ
て
開

け
ら
れ
た
穴
は
、
鎮
圧
輪
で

し
っ
か
り
鎮
圧
さ
れ
る
の

で
、
き
れ
い
な
植
付
け
が
行

え
る
▽
ト
レ
イ
穴
数
の
切
替

え
は
、
機
体
右
側
に
あ
る
レ

バ
ー
を
１
８
０
度
回
転
さ
せ

る
だ
け
で
簡
単
に
行
う
こ
と

―４―

２
０
２
０
年
下
期
新
商
品

井
関

農
機

に
調
節
で
き
る
。

　

③
安
心
感
の
向
上
＝
ハ

ン
ド
ル
操
作
側
と
乗
車
席

側
の
両
方
に
、
緊
急
停
止

ス
イ
ッ
チ
を
装
備
し
、
危

険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
で
き
る
▽

「
Ｐ
Ｖ
Ｈ
Ｒ
４
０
０
―
１

４
５
Ｔ
Ｄ
、
１
７
０
Ｌ
Ｗ

Ｄ
」
は
、
う
ね
終
わ
り
を

知
ら
せ
る
う
ね
終
い
ブ
ザ

ー
に
加
え
、
注
意
ラ
ン
プ

と
機
体
が
自
動
停
止
す
る

機
能
を
装
備
。
ブ
ザ
ー
が

鳴
っ
て
も
作
業
を
続
け
た

場
合
は
、
エ
ン
ジ
ン
が
自

動
停
止
。作
業
に
集
中
し
、

う
ね
終
い
ブ
ザ
ー
や
注
意

ラ
ン
プ
に
気
づ
か
な
か
っ

た
場
合
で
も
安
心
。

　

４
月
に
既
販
し
、
販
売

目
標
は
年
間
２
０
０
台
。

価
格
は
１
４
９
万
７
１
０

０
円
～
１
７
３
万
１
４
０

０
円
。

が
で
き
る
。

　

５
月
に
既
販
し
、
販
売
目

標
は
年
間
10
台
、
価
格
は
１

６
３
万
７
９
０
０
円
。

【
ヰ
セ
キ
半
自
動
乗
用
４
条

野
菜
移
植
機
Ｐ
Ｖ
Ｈ
Ｒ
４
０

０
】
「
ナ
ウ
エ
ル
ナ
ナ
」
Ｐ

Ｖ
Ｈ
Ｒ
４
０
０
。

　

今
回
の
新
型
機
は
、
水
田

転
作
で
増
加
傾
向
の
あ
る
、

た
ま
ね
ぎ
や
レ
タ
ス
等
の
多

条
植
え
が
で
き
る
た
め
、
今

後
も
需
要
が
増
え
る
と
予
想

さ
れ
る
。
植
付
け
株
間
の
拡

大
に
よ
る
汎
用
性
向
上
、
さ

ら
な
る
使
い
や
す
さ
と
安
心

感
を
向
上
。

《
主
な
特
長
》
①
株
間
範
囲

の
拡
大
＝
▽
た
ま
ね
ぎ
、
ら

っ
き
ょ
仕
様
機
（
Ｐ
Ｖ
Ｈ
Ｒ

４
０
０
―
１
４
５
Ｔ
２
Ｄ
、

１
０
０
Ｒ
）
は
、
株
間
を
現

行
機
の
10
～
12
㎝
（
３
段
）

か
ら
、
10
～
20
㎝
（
９
段
）

に
変
更
。
多
品
種
や
様
々
な

ほ
場
条
件
（
ス
リ
ッ
プ
し
や

す
い
）
で
も
適
応
▽
レ
タ
ス

仕
様
機
（
Ｐ
Ｖ
Ｈ
Ｒ
４
０
０

―
１
７
０
Ｌ
Ｗ
Ｄ
）
は
、
株

間
を
現
行
機
の
28
～
34
㎝

（
３
段
）か
ら
21
～
42
㎝
（
９

段
）
に
変
更
。
早
生
や
サ
ニ

ー
レ
タ
ス
等
様
々
な
品
種
に

適
応
可
能
。

　

②
よ
り
使
い
易
い
機
能
＝

▽
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
素
早
く
ス

　

情
報
流
通
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
オ
ー
ク
ネ
ッ
ト
は
、
７
月

１
日
に
東
京
砧
花
き
園
芸
市

場
の
株
式
を
取
得
し
、
子
会

社
化
し
た
。
切
花
を
中
心
に

花
き
流
通
事
業
を
展
開
し
て

い
る
同
社
子
会
社
の
オ
ー
ク

ネ
ッ
ト
・
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

と
、
鉢
物
を
メ
イ
ン
と
し
て

き
た
砧
花
き
が
同
一
グ
ル
ー

プ
傘
下
と
な
る
こ
と
で
、
流

通
金
額
は
１
０
０
億
円
を
超

え
る
規
模
と
な
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
現
物
の
強
み
を

活
か
し
た
効
率
的
な
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
創
造
を
目
指
す
。


